
20

What is the life event that affects the 
help-seeking preferences among the 
elderly?
― From the result of content analysis 
conducted by Steps for Coding and 
Theorization(SCAT) ―

＜論文＞

高齢期の被援助志向性に影響を与える
ライフイベントは何か
―SCATによる内容分析を用いた検討から―

SUMMARY
 A semi-structured interview survey was conducted for 6 older adults to clarify what life events would influence the 
help-seeking preferences among older adults living alone. As a result of the theoretical description by Steps for Cod-
ing and Theorization (SCAT) from the interview data, it was suggested that the life events they have experienced so 
far influence to their help-seeking preferences at present. In particular, subjects regarded job experiences, a connec-
tion with mutual aid with familiar persons, or experiences of using public services as either positive or negative fac-
tors affecting their help-seeking preferences.
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1 はじめに

1.1 高齢期のライフイベントと被援助志向性

 健康長寿を目指す多様かつ優れたサービスの整備

が進められつつある一方で、周囲からの援助を拒否

する高齢者の存在が認知されつつある。援助を拒否

されたために適切な介入の時機を失ってしまうこと

で、プライマリケアの遅れによる心身機能の低下や、

最終的に必要となる医療費等の増大を招くことが危

惧される。

 周囲からの援助を受けるかどうかという決定には、

「援助を受けることに対する認知的枠組み」、すなわ

ち被援助志向性（水野・石隈 , 1999、田村・石隈 , 

2006）が関連すると考えられる。Takahashi et al. 

(2017)は、高齢者の被援助志向性を「援助に対する

欲求」と「援助に対する抵抗感」の2つの側面から

測定する尺度を作成するとともに、性別などのデモ

グラフィック変数のほか、暮らし向きや身体能力の

低下が被援助志向性の関連要因となっていることを

報告している。このことは、高齢者の被援助志向性

が公的なサービスを含めたセーフティネットの適切

な利用、あるいは身体機能の維持向上などを目指す

介入によって変化する可能性を示していると考えられ

る。周囲からの援助を拒否する高齢者への対応につ

いては、これまでも小川ら(2009)などにより専門職

によるアウトリーチの難しさなどの課題が挙げられて

きた。そのような中、将来的に被援助志向性の低さ

から援助拒否に至るリスクのある高齢者を早期に把

握し、適切な介入へと繋ぐためのツールの開発が進

められていくにつれ、従来アウトリーチが叶わなかっ

た高齢者にも、専門職などによる支援が行き届くよ

うになる可能性がでてきたといえよう。

 ただ一方で、援助に対する欲求の高低や援助に対

要旨

 独居高齢者の「援助を受けること」に対する認知的枠組み（以下、被援助志向性）を質的に検討することにより、被援助志

向性に影響を与えるライフイベントを明らかにすることを目的として、6名を対象に半構造化インタビュー調査を実施した。イン

タビューデータからSteps for Coding and Theorization (SCAT)による理論記述を行った結果、現在における被援助志向

性がそれまでに個 人々が経験してきたライフイベントに影響されることが示唆された。具体的には、(1)援助職や小売業といっ

た職業経験が肯定的、あるいは否定的な被援助志向性を形成する要因となり得ることや、(2)身近な人との互助性を伴うつな

がりが肯定的な被援助志向性を形成する要因となり得ること、(3)自身や家族の健康、あるいは経済上の変化に伴う公的サー

ビス（介護サービスや生活保護、求職支援など）の利用経験が被援助志向性を形成する要因となり得ることなどが示された。
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する抵抗感の強弱について考える際は、上述の諸変

数以外にも「現在までに経験した出来事や、それに

基づく考え方および行動原理」についても検討範囲

を拡大する必要があると推察される。同様に、生活

してきた環境もより細かく考慮する必要があろう。特

に高齢期には、Holmes & Rahe(1967)が大きなスト

レスを伴うライフイベントとして挙げる「配偶者および

近親者の死」や「身体疾患」、あるいは「退職」といっ

た大きなライフイベントがしばしば生じるため、それ

らによる被援助志向性への何らかの影響が予想され

る。調査研究を通じて被援助志向性に影響をもたら

す具体的なライフイベントの特徴が明らかになれば、

その特徴を考慮した新たなチェックリスト作成の足掛

かりとなり得るほか、専門職や周囲の人々による早

期介入の方略を考える示唆にも繋がるものと考えられ

る。

1.2 先行研究の概観と本研究の意義、採用するア

プローチ

 我が国における先行研究においては、被援助志向

性が重要となる場面として「大学生による学生相談室

の利用」（高野・宇留田, 2002、高野ら, 2008）や「育

児における悩み事の相談場面」（越谷, 2012、本田ら, 

2009）、あるいは「ヒューマン・サービスに従事する

専門職者の問題解決場面」（田村・石隈, 2001）といっ

たものが想定されている。特に心理臨床や学校教育

といった領域では、多様な属性（中学生や大学生、

アジア系留学生、中学校教師など）における被援助

志向性に焦点を当てた論文（水野・石隈 , 2001、田村・

石隈 , 2002、木村・水野, 2004、水野ら, 2009）

や、特定領域におけるレビュー論文（水野・石隈 , 

1999、木村, 2014）といった形で一定数の報告がな

されている。

 一方でこうした領域とは「本質的な違い」（水野・石

隈 , 1999）を持つ、援助者や援助内容およびそれ

らが生じる場面を特定しない、いわば「日常生活に

おける被援助志向性」を扱った研究の蓄積は相対

的に乏しい状況にある。とりわけ高齢者の日常生活

における被援助志向性や援助要請行動について扱っ

た先行研究は、我が国においては「同じ人物の持つ

援助行動と被援助行動の関連」に関する研究（高

木・妹尾 , 2006）のほか、「高齢者が援助要請先と

して想定する相手の属性」に関する研究（高橋ら, 

2015）、「高齢者の被援助志向性を測定する尺度の

作成やその関連要因の検討」（安藤ら, 2017）など

に留まっており、ライフイベントと被援助志向性との

関連について具体的に検討した報告は確認できな

かった。国外でも、高齢者の被援助志向性につい

て検討を行った論文は複数発表されている（Stoller 
& Culter, 1993、Waxman et. al., 2007、Husaini et. al., 
2008）が、国内と同様、ライフイベントと被援助志

向性との関連について検討した報告は確認できな

かった。

　しかし、被援助志向性がそれまでの社会生活やラ

イフイベントを通じて得た経験の蓄積による影響を受

けて形成されることは容易に予測できよう。また既

に述べた通り、高齢期には時にストレスを伴う多様

なライフイベントが発生するものと考えられ、中には

それまでに形成されてきた被援助志向性を変化させ

得るほど影響力の大きなものが存在する可能性も考

えられる。そのようなライフイベントを具体的に明ら

かにすることは高齢期の被援助志向性について検討

を行う上で重要な意義を持つと考えられるが、当時

の状況やもたらされた影響を明らかにするためには、

個人をより深く掘り下げる質的な分析が有効であると

考えられた。

1.3 研究の目的

 高齢者に対する「援助を受けること」に関するイン

タビュー調査を通じて得られた内容を質的に検討す

ることで、高齢期における被援助志向性に影響を与

えるライフイベントをより具体的に明らかにすることを

目的とした。

2. 方法

2.1. 調査対象者

　調査対象者の選定にあたっては、事前に実施した

別の質問紙調査（回答者 671名【男性 329 名、女

性 342 名。平均年齢 72.1 歳、SD:4.3】）（安藤ら, 

2016）において使用した調査用紙の末尾に設けた「イ

ンタビュー調査に対する協力依頼」に応じた独居高

齢者のうち、高齢者の援助を求めることや受けるこ

とについての考え方を測定する尺度である「高齢者

用被援助志向性尺度」における下位尺度「援助に対
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する欲求」および「援助に対する抵抗感」の全ての

項目に回答し、かついずれの下位尺度についても尺

度得点が平均±1SD以上高い、もしくは低い得点で

あった者13名のうち8名（男性4名、女性4名）を

インタビュー対象者候補とした（図1）。すなわち、イ

ンタビュー候補者は尺度得点の様子から、「援助に対

する欲求」（高群・低群）と「援助に対する抵抗感」（高

群・低群）の掛け合わせにより想定される4つのタ

イプ（欲求：高・低群×抵抗感：高・低群）のいず

れかに該当する者であった。

 その後候補者に対し、郵送によるインタビュー調

査に対する協力の可否を確認し、調査依頼に応じた

5名を分析対象者（A、B、C、D、E）とした。一方、

インタビュー対象者候補のうち、【援助に対する欲求

が低く、抵抗感が強い女性】と【援助に対する欲求

が強く、抵抗感が強い男性】、【援助に対する欲求が

強く、抵抗感が強い男性】からは返答を得られなかっ

たため、インタビュー対象者候補 3名を追加して同

図１　インタビュー対象者の選定基準と方法
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様に郵送によるインタビュー調査に対する協力を依

頼した。その結果、このうちの1名が調査依頼に応

じたため、分析対象者（F）として追加した。その他

2名のうち1名は調査協力を辞退し、1名からは返答

を得られなかったため、最終的に6 名（男性 4名、

女性 2名）を分析対象者とした（表1）。

2.2. 調査方法

　インタビューは個別面接とし、調査に先んじて作成

したインタビューガイドを用いた半構造化面接の手法

を用いて行った。なお、インタビューを行うに当たっ

ては、事前に回答した質問紙調査の結果を用意し、

必要に応じてこれらも参照しながら質問を行った。

　インタビューの内容はICレコーダーを用いて全て

録音し、逐語録データを作成した。なお録音時間は、

平均で54.2分であった。

2.3. 調査項目

　調査項目は研究目的に沿う形で検討し、①周囲の

状況などについて（別居家族の有無、友人との付き

合い方など）、②印象に残っている、援助を受けた

経験、③他者から援助を受けるということについての

3点としたが、内容を限定することなく自由に語って

もらうこととした。なおこれらの調査項目は、老年

学を専攻する研究者との検討を行い設定した。

2.4. 分析方法

　インタビューの分析は、大谷(2008, 2011)による

SCAT(Steps for Coding and Theorization)による

定性的手法を採用した。SCATは逐語化した音声デー

タに対して明確な4つのステップによるコーディング

を行うことにより、構成概念の抽出およびストーリー

ラインの生成、さらにはストーリーラインを断片化す

ることによる理論記述を試みる分析手法である。こ

こでの理論とは、「分析データにおいて言えること」

を指す。

　SCATは手続きを明確に示すことで分析過程の省

察可能性と反証可能性（大谷, 2008）を担保してい

る点において科学的な分析手法であることや、常に

文脈を意識して振り返りを繰り返しながらコーディン

グするという直感的に理解しやすい手法であること

に鑑み、これを採用することとした。SCATは4つの

ステップによるコーディング（①行ごとに着目すべき

であると考えられる語句を書き出す、②書き出した

表１　分析対象者の特徴

図２　SCATによる４ステップコーディングの手順
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語を別の言葉で言い換えることで、個別的な事象を

一般化する、③言い換えた語を説明できるような概

念や説明を提示する、④①～③を基に、行ごとにテー

マや構成概念を書き出す）を基本としているが、本

研究でもこの手法に則り、図2の手順によるコーディ

ング作業を行った（コーディングの一例を表 2に示

す）。

　その後、得られた結果について質問紙調査におけ

る高齢者用被援助志向性尺度の尺度得点の結果との

整合性を個別に検討することで、新たに作成した尺

度の妥当性を検討するとともに、分析対象者 6名全

員のSCATによる分析結果を相互に比較した。

2.5. 調査に係る倫理的配慮

 調査協力を依頼するにあたっては、事前に研究へ

の参加依頼書を送付した上で、郵送による承諾書を

返送した者にのみ改めて依頼を行った。依頼文書に

は調査の主旨の説明や個人情報およびプライバシー

の保護に関する説明、研究協力が自由意思に基づく

旨を記載し、その返送をもって同意したものとみなし

た。

 またインタビューを実施するに当たっては、内容を

すべて録音し、逐語録を作成することについて同意

を得たうえで行うこととした。さらに、インタビュー

中における中断や中止はいつでも可能であることを

伝えるとともに、データは適切に管理することを説明

した。データの分析に際しては、個人が特定される

ことのないよう個人名や団体名は伏せる形で記載を

行った。

3. 結果

3.1. 分析対象者それぞれにおけるストーリーライ

ンの概要と理論記述

　SCATによる内容分析の結果、6名のストーリーライ

ンと理論記述は、それぞれ以下の通りとなった。なお、

本稿では紙幅の都合により、ストーリーラインは概

要のみを記述することとする。

3.1.1 分析対象者A

(1) ストーリーラインの概要

　73歳の男性であり、高齢者支援の仕事（ガイドヘ

ルパー）に就いている。仕事柄、援助を受けること

に対して抵抗はないものの、極力その立場にはなら

ず、元気に長生きして病まずに死ぬことを理想として

いる。

　幼少期から自助努力の求められる家庭環境にあっ

たことや他人に頼ることを避けて、物事を独力で解

決してきたこともあり、被援助経験に乏しい。終始、

人間関係に起因する援助関係に対する欲求の低さや

人間関係に価値を見出すことに対する困難、あるい

は対人関係への期待の無さを述べているが、その背

景には生来の人を信用しない姿勢と自助を理想とす

る考え方があるものと推察される。

(2) 理論記述

①職業経験が被援助志向性に影響を及ぼす。

②幼少期の家族環境が、その後の被援助志向性に

影響を及ぼす。

③情緒的な援助関係の構築や友人などへの援助要

請においては、人に対する基本的な信頼関係の有無

やその程度が関連している。

④生来の性格と生育環境、現在までの経験の両方

が、被援助志向性に影響を及ぼす。

3.1.2. 分析対象者 B

(1) ストーリーラインの概要

　68歳の女性であり、今日まで飲食業を続けてきた

が、今年での廃業を決めている。3年前に、一緒に

働き、晩年は介護をしていたパートナーと死別したが、

友人や親族とは良好な関係を築いており、同時に互

助的な関係となっている。

　援助欲求は低く、施設利用も選択肢に入れている。

その背景として、普段交流のない親族には頼れない、

迷惑をかけたくないということを挙げている。自己決

定を重視してきたこともあり、被援助経験に乏しく援

助に対する欲求そのものは低いが、パートナーを介

護した経験や介護サービスの実情を近くで見てきた

経験から、援助に対する抵抗感はさほどない様子で

ある。

(2) 理論記述

①身近な人の介護経験が、自身の援助に対する抵

抗感を低減させる。

②迷惑を掛けたくないという考えが援助に対する欲
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求を低める。

③被援助経験の乏しさは、援助に対する欲求そのも

のを低める。

④周囲との互助関係が、援助に対する抵抗感を低減

させる。

3.1.3. 分析対象者 C

(1) ストーリーラインの概要

　72歳の男性であり、収入や人との関わりを維持す

るために就労を継続している。現状では援助の必要

性を感じておらず、援助に対する欲求は低い状態に

ある。また援助拒否の傾向にあるともとれる発言が

多く、援助に対する抵抗感も高い。

　社会全体の他者依存傾向に対する否定的な感情

を抱いている。また、自主自立の精神を重視する価

値観のために被援助経験に乏しい。

　自身の援助に対する考え方は性格に起因するもの

と捉えている様子であるが、宝石店経営という「他

者からの援助を期待しづらい環境での生活」の中で

物事を独力で解決してきたことや、盗難被害への懸

念から常に警戒心を抱いていたことも現在の被援助

志向性に影響を与えている可能性があると推察され

る。

(2) 理論記述

①職業経験が被援助志向性に影響を及ぼす影響に

ついて、当事者が自覚していないこともある。

②周囲の被援助者の援助者に対する態度や社会全

体における他者依存の傾向が、個人の被援助志向性

に影響を及ぼし得る。

③被援助経験の乏しさが、援助に対する抵抗感を生

起させる。

④援助を受けることに対する態度のあり方を自分の

性格に帰属させる傾向にある人がいる。

3.1.4. 分析対象者 D

(1) ストーリーラインの概要

　74歳の男性であり、民生委員としての活動や自治

会における仕事に携わっている。区との協働による

自治会活性化の取り組みにも関わるなど、周囲に広

い交友関係を持ち、周囲からの援助要請にも進んで

応諾している。

　長男夫婦との密な交流があり、有事に際しては、

すぐ近くに住む長男夫婦を頼りにしたいと考えてい

る。最後は人に援助を求めることになると考えており、

援助に対する抵抗感は低い。当人は普段からの民生

委員としての取り組みが、援助を受けることへの抵抗

感を低めていると自認している。

(2) 理論記述

①交友関係の広さや近所付き合いの充実が、援助に

対する抵抗感を低減する。

②援助者としての経験が、援助を受けることへの抵

抗感を低減する。

③日頃から密に交流している親類縁者を援助要請対

象として想定する。

④援助者としての役割を持っていると、援助に対す

る抵抗感が低減する。

3.1.5. 分析対象者 E

(1) ストーリーラインの概要

　65歳の女性であり、昨年定年退職となった後、求

職活動を行っている。人は互いに支え合うことがで

きるという信条があり、友人や行政からの援助に対

する抵抗感はない。ただし、自身の経験から「事情

を考慮して援助を求めるべきである」とも考えており、

友人などに相談が難しいことはまず身内に、さらに

困難な内容は行政に相談するというスタンスを持っ

ている。

　援助を求めることによる羞恥や汚辱の心配はして

おらず、世間体などを気にした言動をとる必要も感じ

てはいない。行政による求職支援サービスを利用中

であり、求職支援に対する欲求が高まっている。困

難を抱えた際は、他者に援助を求めて良いというの

が基本的な姿勢である。

(2) 理論記述

①相互による助け合いの意識が、援助に対する抵抗

感を低減する。

②世間体への懸念や援助を求めることそのものへの

羞恥心などが、援助に対する抵抗感を強める。

③必要性に迫られることで、援助欲求は高まる。

④相談内容の程度によって、人は援助要請対象を取

捨選択する。
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活は比較的安定していることがインタビュー中の発言

や質問紙調査への回答から推察される。そのために

公的機関からの援助などを現状では特に必要として

いないことも、公的な援助に対する欲求を低める要

因となっている可能性が考えられる。

　ただしA、Bとも今後公的な援助に頼らざるを得な

い状況になった際は、公的なサービスを利用するつ

もりがあるという趣旨の発言があり、公的な援助を受

けることに対しては柔軟な考え方を持っている様子が

うかがえる。Aは日頃の職務経験上、援助サービス

を利用しながら生活している高齢者を見ていることか

ら、また Bはパートナーを介護した経験や介護サー

ビスの実情を近くで見てきた経験から、いずれも援

助を受けることに抵抗はないと述べている。このこと

から、公的な援助に対する抵抗感もまた生活環境に

よって低減されるものと考えられる。

　一方、友人などの親しい相手からの援助について

は AとBで考え方がかなり異なっていた。Aは「他

人に頼ることを避けてきた」と述べているが、その

背景には「人間関係に価値を見出すことに対する困

難、あるいは対人関係への期待の無さ」が一貫して

語られており、それ故に親しい相手からの援助にそ

もそも期待しておらず、それ故に欲求も低い状態に

あることがうかがえる。

　それに対して Bは、長年に渡り付き添ったパート

ナーと死別した後も、近隣に住む友人や親族と良好

な関係を築いている。しかし、「普段交流のない親

族には頼れない」、あるいは単に「迷惑をかけたくな

い」ということを理由に挙げており、親しい相手が周

囲にいるにもかかわらず、そうした相手を対象として

援助の欲求が高まることはないという趣旨の発言が

みられた。

　親しい相手からの援助についてAとBの発言に共

通してみられる特徴としては、相手から援助をしても

らうことそのものに抵抗があるということではなく、

むしろ援助そのものに期待していない、あるいは相

手に申し訳ないという気持ちが先に立つといったよ

うに、援助要請を行う相手に対する懸念を挙げてい

る点である。このことが前述の「援助経験の乏しさ」

に起因するものなのか、あるいは別の要因が存在す

るのかという点については、さらに検討が必要であろ

う。

3.1.6. 分析対象者 F

(1) ストーリーラインの概要

　74歳の男性であり、足に障害を抱えているほか、

腎臓透析を受けている。親類縁者が亡くなって以降

は、週3回訪れるヘルパーに買い物・掃除・洗濯・

片付けといった家事全般を任せている。

　生活保護と年金を受給中であり、家賃も区が負担

するなど、専門職や行政機関からの援助を受けなが

ら生活している状況にある。援助を受けて生活は安

定しており、今後もこの生活を続けていきたいと考え

ている。

　普段から生活圏に侵入されることに起因する援助

に対する抵抗感を感じており、一方で援助を受けな

くては生活が成り立たないという現実に対する葛藤

がある。ヘルパーなどにあまり直接お礼を言うような

やりとりをしないものの、これまで多くの人から助け

られながら生活してきたという認識を持っている。

(2) 理論記述

①援助内容に対する満足感や援助による生活の安定

を経験することが、援助に対する欲求を高める。

②援助に対する抵抗感を持ちながらも、やむを得ず

援助サービスを利用している場合には、その現状に

対して葛藤を抱えている可能性がある。

③援助に対する肯定的な反応に乏しい高齢者が、必

ずしも援助を受けることに否定的であるとはいえな

い。

4. 考察

4.1. 被援助志向性の 4 タイプ別にみる「援助に対

する考え方」

(1) 援助に対する欲求「低群」・援助に対する抵抗感

「低群」

　高齢者用被援助志向性尺度の得点において援助

に対する欲求と抵抗感のいずれも弱かった分析対象

者Aと分析対象者 B（以下A、B）のストーリーライン

に着目すると、両者に共通する点として被援助経験

に乏しく、自己決定や自助努力が求められる機会の

多い中で生活してきたという背景が挙げられる。この

ことは、援助に対する欲求が生活環境による影響を

受けることを示唆する結果であると考えられる。また

A、Bとも現在も就労を継続しており、そのために生
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　以上より、AとBは援助に対する欲求と抵抗感の

いずれも低い状態にあることが推察され、事前に回

答した尺度における下位尺度得点とほぼ一致するも

のであったと考えられる。

(2) 援助に対する欲求「低群」・援助に対する抵抗感

「高群」

　高齢者用被援助志向性尺度の得点において援助

に対する欲求が低く、援助に対する抵抗感が強かっ

た分析対象者 C（以下C）のストーリーラインに着目

すると、Aや Bと同様に被援助経験に乏しく現在も

就労を継続しており、現状では公的な援助の必要性

を感じていない様子がうかがえる。また、現在の居

住地に移り住んで間もないために友人などのネット

ワークに乏しいが、これまで住んでいた場所での人

間関係のしがらみに苦慮していた旨の発言から、現

状のパーソナル・ネットワークを拡大しようという意

志も小さく、身近な相手からの援助に対する欲求も

小さい状態にあるものと推察される。

　一方で援助に対する抵抗感は強く、「人の世話に

なりたくない」といった発言からは援助拒否の傾向

が感じられる。被災時の炊き出しに対する批判の声

を耳にした経験などから社会全体の他者依存傾向に

対する否定的な感情を抱いているほか、他者を頼り

にしづらい環境で生活を続けていた影響が考えられ

るが、C本人はあくまでも性格によるものと述べてい

る。本人に自覚がないうちに、環境による影響を受

けている可能性が推察される。

　以上より、Cは援助に対する欲求が低く、抵抗感

の強い状態にあることが推察され、事前に回答し

た尺度における下位尺度得点とほぼ一致するもので

あったと考えられる。

(3) 援助に対する欲求「高群」・援助に対する抵抗感

「低群」

　高齢者用被援助志向性尺度の得点において援助

に対する欲求が高く、援助に対する抵抗感が弱かっ

た分析対象者 Dと分析対象者 E（以下 D、E）のストー

リーラインに着目すると、両者に共通する点として、

日頃からサービスの利用や協働といった形で公的機

関との関係を持っているという点が挙げられる。ま

た D、Eとも今後も関係を継続していく意向があり、

そうした援助に対するニーズも高い状態にあるものと

考えられる。また、交友関係が広く、友人同士の互

助的な関係を重視している点や、頼りにできる親類

縁者が近くに住んでいるという点もD、Eに共通して

おり、有事にはそうした相手に援助を求めたいという

考えを持っていると推察される。

　一方援助に対する抵抗感について、Dは「所属す

る自治会における民生委員としての取り組みや、そこ

での互助的な関係性の構築」が援助を受けることへ

の抵抗感を低めていると述べているのに対して、E

は世間体への懸念や援助を求めることそのものへの

羞恥心などがないと述べている。この両者の発言内

容は、いずれも「困難を抱えた際は、他者に援助を

求めて良い」という考え方が背景にある点が共通し

ているものと推察できよう。

　以上より、D、Eは援助に対する欲求が高く、抵抗

感の弱い状態にあることが推察され、事前に回答し

た尺度における下位尺度得点とほぼ一致するもので

あったと考えられる。

(4) 援助に対する欲求「高群」・援助に対する抵抗感

「高群」

　高齢者用被援助志向性尺度の得点において援助

に対する欲求と抵抗感がいずれも強かった分析対象

者 F（以下 F）のストーリーラインに着目すると、足

の障害や腎臓透析などのために生活の多くをヘル

パーに依存する状態にあり、生活保護と年金を受給、

家賃も区が負担するなどの状況にある。現在の生活

の安定は専門職や行政機関からの援助無しには考え

られず、Fはこの生活を続けていきたいと述べるなど、

公的機関からの援助に対する欲求は高い。また、家

族との死別後には孤独感が強まり、地区の民生委員

児童委員協議会（民児協）が提供する昼食会に、参

加者との会話の機会を求めて参加するなど、身近な

人からの援助に対する欲求も高まっていることがうか

がえる。

　一方で、公的サービス利用を開始した当初から、

生活圏に侵入されることに起因する援助に対する抵

抗感を感じている趣旨の発言がみられることから、F

は援助に対する欲求が高く、抵抗感の強い状態にあ

ることが推察され、事前に回答した尺度における下

位尺度得点とほぼ一致するものであったと考えられ
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る。さらに、「生活上の必要性」に由来する援助に

対する欲求と、「生活圏に他者が入り込むこと」に由

来する抵抗感の間で葛藤を抱えている状態にある可

能性も考えられる。

4.2. 理論記述からの総合的考察

　分析対象者 6 名のインタビューデータを用いて

SCATによる理論記述を行った結果、いずれの対象者

においても、現在に至るまでの生活環境が援助に対

する欲求および抵抗感に大きく影響を及ぼすことが

示唆された。具体的には職業経験（A、C、E）や互

助的なつながり（B、D、E）、公的サービスの利用（B、E、F）

などが挙げられており、現在における被援助志向性

がこれまでの個 人々の経験に裏打ちされたものである

ことが推察できよう（表3）。

　また A、B、Cによる発言から、被援助経験に乏し

いことが援助に対する欲求を低減させることも示唆さ

れた。いずれの対象者においても、自主自立の精神

が背景にある旨の発言がみられており、他者に頼ら

ない独力での問題解決を行ってきた結果であると考

えられる。さらに、Fのように援助に対する欲求と援

助に対する抵抗感のいずれも高い場合には、他の3

タイプと違い個人内で欲求と抵抗感の間に認知的不

協和が生じ、それによる葛藤を抱えている可能性が

あることも示された。

　また発言内容を整理した結果から、分析対象者 6

名における高齢者用被援助志向性尺度の下位尺度得

点の高低（表1）と、ライフイベントから判断された

実際の「援助に対する欲求」の多寡および「援助に

対する抵抗感」の強弱との関係の間に齟齬はなく、

Takahashi et. al. (2017) の高齢者用被援助志向

性尺度の妥当性を質的な観点から支持するものであ

るとも考えられる。

  本研究では、分析対象者 6名のインタビューデー

タを分析し、高齢期の被援助志向性に影響を与える

ライフイベントについて、発言内容から具体的な検

討を行った。その結果、(1)援助職や小売業といっ

た職業経験が肯定的、あるいは否定的な被援助志

向性を形成する要因となり得ることや、(2)身近な人

との互助性を伴うつながりが肯定的な被援助志向性

を形成する要因となり得ること、(3)自身や家族の

健康、あるいは経済上の変化に伴う公的サービス（介

護サービスや生活保護、求職支援など）の利用経

験そのものが、特に公的サービスに対する肯定的な

被援助志向性を形成する要因となり得ることが示さ

れた。なお、今回分析を通して明らかになった6名

それぞれの被援助志向性も、やはり今後生じる新た

なライフイベントによる影響を受ける可能性があるも

のと推察される。

表３　発言のみられた具体的なライフイベントと被援助志向性との関係

　本研究は、日本学術振興会科学研究費助成事業

（基盤研究 C：「被援助志向性が低い高齢者への支

援方略に関する研究」、課題番号：26380671、研究

代表者：安藤孝敏）の助成を受けて行われた。
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